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は
じ

め
に

　
本

論
文
で

は

島
地

大
等
（

】

八
七

五

ー
一

九
二

七
）

の

本
覚
思

想
観
を

考
察
す
る

。

島
地

大

等
は

、

い

わ

ゆ

る

鎌
倉
仏

教
に

共
通
す
る

背
景
と

し

て

「

本
覚
思
想
」

が

あ
る
こ

と

を
初
め

て

指
摘
し
た

人
物
と

し

て

知

ら
れ
る

。

本
論
文
の

趣
旨
は

、

島
地
大
等
と

本
覚
思

想
と

の

関
係
性
を

考

察
し

た

上

で
、

島
地
の

思

想
構
造

の

分
析
を

試
み
る

も
の

で

あ

る
。

別
の

角
度
か

ら
い

え
ば

、

本
論
文
は

島
地
大
等
と

い

う
人

物
を

統
括
的

に

捉
え
る

た

め

の

有
効
な

視
座
と

し

て
、

「

本
覚
思
想

的

発
想
」

が

あ

る

こ

と

を

論
証
し
よ

う
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

一

　
「

本

覚
思
想
」

の

定
義

　
島
地
に
よ

れ

ば
、

本
覚
思
想
と

は
「

絶
待
思
想
の

絶
待
的
実
現
」

を
、

始

覚
思

想
と
は

「

そ

の

（

絶
待
思

想
の

　
　
引
用
者
注）

相
対

的
実

現
」

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
1）

を
、

そ
れ

ぞ

れ

概

念
的
に

命
名
し
た

も
の

、

と

定
義
さ
れ

る
。

　

島
地
大
等
「

日

本
仏
教
本

覚
思
想
の

概

説
」

は
一

九
一

九

年
の

東
京

印
度
學
佛
教
學
研
究

第
六

十
三

巻
第
二

号

　
平
成
二

十
七

年
三

月

帝
国
大
学
で

の

講
義
録
で

あ
る

が
、

冒
頭
で

「

本

覚
思
想
」

を
検

討
す

る

意
義
が

説
明
さ

れ
る

。

そ
の

第
一

は

「

仏
教
々

義
の

統
一

的
研
究
に

対
す
る
一

方
法
」

を

提
示
す
る

た
め

で

あ
る

。

仏
教
を

体
系
的
に

捉
え

る

視
点
と

し

て
、

す
で

に

教
理
に

立

脚
し

た

〈

実
相
論
／
縁
起
論
〉

が

あ
る

が
、

自
身
は

仏
教
の

他
の
一

面
で

あ
る

実
践

的
立

場
か

ら

〈

本
覚

門
／

始
覚
門

〉

を

根
本

体
系
と

し

て
、

「

仏
教
を

統
一

的
に

綜

観
」

す

る

こ

と

を

試
み
る

と
い

う
。

　
第
二

は

通
仏

教
史
的
意
義
と
い

い
、

そ
こ

で

は

独
特
の

仏

教
史
観
が

語
ら

れ

る
。

島
地
は

始
覚
思
想
か
ら

本
覚
思
想
へ

の

発
展
形
態
と

し

て

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
2
）

北
伝
仏
教
史
を
捉
え

て

い

る
。

ま
た

島
地
に
は

始
覚
思

想
・

本
覚
思

想

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
3）

に

優
劣
を
つ

け
る

表
現
も
見
ら
れ

、

島
地
の

北
伝
仏
教
観
は

、

い

わ

ば

く

低
級
な
る

始

覚
思

想
か

ら
、

高
級
な
る

本
覚
思

想
へ

V

と

い

う
一

種

の

発
展
史
観
に

立
っ

て

い

る

と

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

　
さ

て

「

本
覚
思
想
」

の

定
義
に
つ

い

て

は

現
在
も
議

論
が

あ
る

が
、

そ

の

原
因
に
つ

い

て

末
木
文
美
士

氏
は

研
究
の

「

歴

史
的
経
緯
」

が

関

係
す
る

と
分
析
す
る

。

島
地

大
等
は

く

本
覚
思

想
／
始

覚
思
想
V

の

対

一

六
五

717 一
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島
地
大
等
の

本
覚
思

想
観
（

川

　
元
）

立
・

交
渉
に

よ
っ

て
、

イ
ン

ド
以
来
の

仏

教
思

想
の

変
遷
を
説
明
し

よ

う
と

し

た
。

つ

ま

り
「

本
覚
思
想
」

提
唱

者
の

島
地
の

段
階
で

、

す
で

に

「

本
覚
思

想
」

の

語
は

広
大
な
対
象
範
囲
を
有
し

て

お

り
、

議

論
を

混
乱
さ
せ

た

責
任
は

島
地
に

も
あ
る

。

末
木
氏
は

島
地
の

成
果

を
十

分

に

評
価
し

な

が

ら

も
、

仏
教
思
想
を

〈

本
覚
思

想
／

始
覚
思

想
〉

だ

け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
4

＞

で

語
ろ

う
と

す
る

の

は

さ
す
が
に

無
理

が

あ

る
と

評
し

て
い

る
。

　
こ

の

よ

う
な
末
木
氏
の

指
摘
は

全
く
妥
当
で

あ
り

、

本
覚
思

想
の

概

念
を

考
察
す
る

際
に

語
義
を
広

げ
す
ぎ
る

こ

と

は

徒
に

論
点
を

拡
散
さ

せ

る

だ
け
で

あ
ろ

う
。

た

だ

し

「

島
地

大
等
の

研
究
」

と

な
れ

ば

話
は

別
で

あ
る

。

こ

の

立

場
で

は

島
地
が
い

う
「

本
覚
思
想
」

を

引
き
受
け

て
、

そ

れ
に

つ

い

て

の

考
察
を
進
め

な
け
れ

ば

な

ら

な
い

。

二

　

国
家
・

社

会
観

　

島
地
の

国
家
・

社
会

観
は

「

清
浄
国
土
の

憧
憬

　
　
親
鸞
聖
人
の

国

家
観
に

就
て

　

　
」

に

明
か

さ

れ

て

い

る
。

親

鸞
に

と
っ

て

の

（

こ

れ

は

島
地
に

と
っ

て

も
）

理

想
世
界
は

阿
弥
陀

仏

国

土

で

あ

り
、

一

方
こ

の

世
界
は

無
価
値
な

も
の

、

つ

ま

り
「

「

そ

ら
ご

と
、

た

は
ご

と
、

ま
こ

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と

あ
る

こ

と

な

き
」

世
界
」

と

し
て

い

っ

た

ん

は

否
定
さ

れ

る
。

し

か

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　（
6

）

し

信

仰
に

入
り

、

「

顛
倒
の

世

界
を

顛
倒
の

世

界
と

認
む
る
」

こ

と
が

で

き
た

と

き
、

世
界
の

価
値
は
一

変
す
る

。

一

度
は

否
定
さ
れ

た
こ

の

現
実
社
会
が

肯
宀 ．
儿

さ

れ

る

こ

と

に

な
る

の

で

あ

る
。

　

島
地
の

論
理
に

従
う
な

ら

ば
、

「

社

会
主

義
で

あ
つ

て

も

共
産
主

義

六
六

で

あ
つ

て

も
、

平
和
運
動
で

あ
つ

て

も

軍
備
撤
廃
論
で

あ
つ

て

も
、

乃

至
は

僧
参
問
題
で

も
普
選
問
題
で

も
、

更
に

他
の
一

方
の

軍

国

主
義
で

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
7
）

あ
つ

て

も
、

国
家
主

義
で

あ
つ

て

も
、

労
資
協
調
で

あ
つ

て

も
」

、

す

べ

て

は

信
仰
に

入
っ

た

者
の

自
在
な

振
る

舞
い

の

中
で

行
わ

れ

る

限
り

肯
定
さ

れ

る

も
の

と

な
る

。

つ

ま

り
信
仰
の

み

が

唯
一

の

規
範
と

さ

れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

　
こ

の

論
は

、

島
地
が
い

う
「

教
判
と

し

て
の

本
覚
思

想
」

と

ま
っ

た

く
同
じ

構
造
を
持
つ

。

島
地

は

本
覚
門
の

教

判
的

特
色
の

第
一

を
「

頗

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（
8

）

る

自
由
な
見
地
か

ら
一

切
を

肯
定
す
る

思
想
」

と

説
明
す
る

。

し

か

し

た

だ

た

だ
一

切
肯
宀

疋

な
の

か
と

い

え
ば

そ

う
で

は

な
い

。

　
「

こ

の

信
仰

に

立

た

ん
と

き
」

な

る

条
件
が

あ

る
の

で
、

そ

の

条
件
の

下
に

　
一

切
を
肯
定
す
る

の

で

あ
る

。

し

か
も

、

こ

の
一

切

肯
定
主
義
に

は
、

他

面

　
に

余
教
無
得
道
の

思
想

、

真
宗
に

謂
は

ゆ
る

廃
立

の

思

想
が

、

必

ず
裏
付
け

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
マ
マ　

　
ら

れ
て

ゐ

る

の

で

あ
る

。

〈

中
略
〉

し
か
ら

ば
、

そ
の

互
ひ
に

相
反

す
る

背
定

　
と

否
定
と
を

調
和
し

、

統
一

す
る

原
理

は

何
な
り
や

と
い

ふ

に
、

こ

れ
、

即

　

　

　
　
　
　
　
　

　　

　

ち
信
仰
に

外
な
ら
ぬ

。

つ

ま

り
信
仰
に

立
つ

時
に

限
っ

て
一

切
を

肯
定

す
る
こ

と

が

可

能
に

な

り
、

島
地

が
い

う
本
覚
門
教
判
の

特
色
と

島
地
の

社

会
へ

の

視
座
と

が

一

致
し

て

い

る

様
子
が

見
て

取
れ

る

の

で

あ
る

。

　

島
地

の

こ

の

よ

う
な

口

吻
に

接
す
る
と

、

信
仰
に

さ

え
立
て

ば
よ

い

の

か

と
い

う
疑
問
が

生

じ

る
。

そ
の

他
の

規

範
・

道

徳
の

存
否
に
つ

い

て

の

問
題

で

あ
る

。

こ

れ

に
つ

い

て

は

島
地
の

「

真

俗
二

諦
の

要

旨
」

を

見

る

必

要
が

あ
る

。

前
半
部
に

は

「

出
世

間
法
と

世
間
法

、

両
者
は

718 一
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両
輪
双

翼
相
依
相
資
の

関
係
に

あ
る
」

な
ど

真
俗
二

諦
観
の

典

型

的
文

句
が

並
ん

で

い

る

が
、

後
半
部
で

は
、

道
徳
は

信
仰
か

ら

の

自
然

的
発

露
と
い

う
島
地

の

道
徳
観
が

確
認
で

き
る

。

吾
等
の

道
徳
生

活
は

其
の

実
他
力
全
領
の

仏

陀
の

大
慈
悲

所
謂

宗
教
的
信
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（
10）

が

任
運

に

等
流

露

現
し

来
る

信
後
の

報
恩
的
生

活
に

外
な
ら

ず
、

蓋

し

阿
弥

陀
仏
の

願

力
は

転
悪

成
善
の

徳
あ
る
が

故
に

、

信
仰
あ
る

も
の

は

知
ら

ず
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

ロ　

ら

ず
帝
の

則
に

順
ひ

自
然
に

止
悪
作
善
の

徳
を

全
ふ

す
る

こ

と

を
得
し

む
。

そ
し
て

こ

の

よ

う
な
道
徳
観
も
ま
た

、

島
地
が

指
摘
す
る

本
覚
法
門
の

特
徴
の

中
に

、

見
る

こ

と

が

で

き
る

の

で

あ
る

。

島
地

は

仏

教
の

観
行

の

変
遷
を

概
観
し

、

三

業
の

バ

ラ
ン

ス

が

変
化
し
て

き
た
こ

と

を

指
摘

す
る

。

つ

ま
り
身
口

意
の

三

業
の

う
ち

、

本

覚
法
門
で

は

身
業
の

重
要

性
が

低
下
す
る

と
い

う
。

そ
し

て

道
徳
は

身
業
と

関
わ

り
が

大

き
い

た

め
、

必

然
的
に

そ
の

地
位
は

後
退
す
る

こ

と

に

な
る

。

道

徳
の

問
題

は
、

主

と

し

て

身

業
行
で

あ
る

。

〈

中
略
〉

他
の

六

度
、

八

正

道
等
の

諸
行
は

、

そ
の

名
と
と

も
に

忘

れ
ら

れ
て
、

観
中
心
と

な
つ

た
。

本

覚
門
に

来
り
て
は

観
に

重
き
を
お

き、

行
即
ち
道
徳
は

、

観
即
ち
信
仰
の

自

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

12）

然
的

表
現
と
い

ふ

に
一

致
し

た
。

謂
は

ゆ
る

、

無
作
の

報
恩
で

あ
る

。

本
覚
門
で

は

具

体
的

な
道

徳
は

語
ら

れ

ず
、

「

信
仰
の

自
然

的

表
現
」

と
い

う
位
置
に

留
ま

る
。

こ

れ

が

島
地

自
身
の

道
徳
観
に
つ

な
が
る

と

考
え
ら

れ

る
。

研
究

対
象
で

あ
る

本
覚
法
門
の

特
色
と

し
て

指
摘
し

た

事
柄
が

、

そ
の

ま

ま

島
地
の

現
実
と

重
な
っ

て

い

る
の

で

あ
る

。

島
地
大
等
の

本
覚
思

想
観
（
川
　
元
）

三

　
仏

教
研
究
法

　

島
地

の

提
唱
す
る

仏

教
研

究
の

方

法
に

も
ま
た
、

本
覚
思
想
的
発
想

を

窺
う
こ

と
が

で

き
る

。

島
地

は

「

教

義
研
究
の

標
準
思
想
（

我
六

条

学
報
の

研
究
態
度
を

明
か

に

す）
」

に

お
い

て
、

「

科
学
思

想
」

、

「

哲
学
思

想
」

、

「

教
権
主

義
」

と
い

う
三

つ

の

「

教
義
研
究
の

標
準
思
想
（

11

根

本
的
見
地）
」

の

可

能
性
を

示
す

。

こ

の

う
ち
「

科
学
思

想
」

と

「

哲
学

思

想
」

と

は
、

有
用
で

は

あ
る

が

根
本
的
見
地
た

り
え
な
い

、

と

評
価

　

　（
13）

さ

れ

る
。

　

そ
し

て

教
権
主

義
は

、

「

客
観
的
教

権
主

義
」

と
「

主

観
的
教

権
主

義
」

の

二

つ

に

分
類
さ

れ

る

が
、

島
地
は

後
者
に

則
っ

て

研
究
を
進
め

る

こ

と

を

推
奨
す
る

。

ま
ず
前
者
の

客
観
的

教
権
主

義
と

は
、

コ

字

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
14）

一

句
不
可
加
減
底
の

思

想
な

り
、

極

言
せ

ば
文
字
の

崇
拝
な
り

」

と

評

さ
れ

、

そ
の

「

偏
執
な

る
」

態

度
か

ら

斥
け

ら

れ

る
こ

と
に

な
る

。

　
一

方
の

「

主

観
的
教

権
主

義
」

と

は
、

経
論
に
一

言
一

句
従
う
の

で

は

な
く

、

経
論
の

「

精
神
」

を

体
得
し

た

上

で

経
論
を

研
究
す
る
こ

と
、

　

　

　
　
　〔
15
）

と

定
義
さ

れ

る
。

こ

れ

だ

け
で

は
わ

か

り
に

く
い

が
、

島
地
は

具
体
的

な
説
明
を

加
え
て

い

る
。

こ

の

「

主

観
的
教
権
主

義
」

と
は

、

一

宗
の

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

16）

宗
祖
が

立

教
開

宗
す
る

際
に

必

ず
取
ら

れ

た

手
法
だ

と
い

う
。

「

仏
教

の

根
本
原
理
」

を

体
得
し

た

上

で

経
論
に

当
た
っ

た

結
果
が

、

祖
師
ら

に

よ

る

経
論
の

読
み

換
え
で

あ
る
と

島
地
は

解
釈
し

、

そ

れ

を
教
義
研

究
の

基
本
的
な
方
法
論
に

す
べ

き
と

述
べ

る
の

で

あ

る
。一

六

七
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島
地
大
等
の

本
覚
思

想
観
（
川
　
元
）

　

さ

て

こ

の

よ

う
な

考
え

も
ま

た
、

先
の

「

教

判
と

し

て

の

本

覚
思

想
」

に

表
れ

て

い

る
。

島
地
は

本
覚
門
教
判
第
二

の

特
色
を

、

「

客
観

的

な
る

教
権
の

妥
当
性
か

ら

離
れ
て

、

次
第
に

主

観
的
な
る

信
仰
の

妥

　
　

　
　
　

　
　
　

（

17）

当
に

重
き
お

く
に

い

た

る
」

と

説
明
す
る

。

こ

こ

で

は
「

客
観
的
教
権
」

と

「

主
観
的
信
仰
」

が

対

比

さ

れ
、

後
者
が

採
用
さ

れ
る

と
い

う
構
図

に

な
っ

て

い

る
。

　

島
地
が

い

う
仏
教
研
究
の

方

法
と

本
覚
門
教
判
と
に

お
い

て
、

内

容

だ

け

で

な

く
用

語
で

も
一

致
が

あ
る

こ

と

は

注
目

さ

れ

る
。

「

教

義
研

究
の

標
準
思

想
」

は
一

九

〇
一

年
に

書
か

れ

て

お

り
、

島
地

が

本
覚
思

想
的
発
想
を

か

な

り
早
い

段
階
か
ら

有
し

て

い

た

可
能
性
を

示
唆
す
る

も
の

で

あ

ろ

う
。

　
た

だ

し
こ

れ

は
、

島
地
が
た

だ

主

観
的
信
仰
を

推
奨
し

、

典

籍
を

軽

視
し

た
と

い

う
こ

と

で

は

決
し
て

な
い

。

む

し

ろ

島
地
は

当
時
の

「

註

釈
末
書
等
を
一

切

顧
み
」

な
い

、

「

実

験
」

偏
重
の

風
潮
に

は

否
定
的

　
　（
18
）

で

あ
る

。

主

観
的
信
仰
に

重
き
を
置
く

と
い

っ

て

も
、

基

本
的

に

は

文

献
を

尊
重
す
る

態

度
が

求
め

ら

れ
て

い

る
。

四

　
信

仰
の

あ

り
方

　

島
地
は

仏
教
信

仰
を

「

始
覚
門
の

信
仰
」

と

「

本

覚
門
の

信

仰
」

の

二

種
に

大
別

す
る

。

「

始

覚
門
の

信
仰
」

と
は

理
想
に

向
か
っ

て

修

行

を

積
み

、

そ
の

後
「

始
め

て

覚
る
」

と

い

う
立

場
を
と

る

も
の

、

「

本

覚
門
の

信
仰
」

と

は

「

本
よ

り
覚
る
」

、

つ

ま

り
「

成

仏
」

を

目

指
す

一

六
八

の

で

は

な

く
久
遠
よ

り
「

即
仏
・

是
仏
」

で

あ
る

と
い

う
立

場
を
と

る

　

　
　
　（
19＞

も
の

で

あ
る

。

　

島
地

は

熱
心
な
真
宗
者
と

し
て

知
ら
れ

る

が
、

そ
の

真
宗
は

「

本
覚

門
の

信

仰
」

に

分
類
さ
れ

る
。

す
で

に

触
れ

た

よ

う
に

島
地

に

は

本

覚

思

想
と

始
覚
思

想
と

の

間

に

優
劣
を
つ

け
る

よ

う
な

表

現
が

見
ら

れ

る
。

し

か

し
む
し

ろ

信
仰
に

お

い

て

は
始
覚
思

想
の

重

要
性
が

強

調

さ

れ
て

い

る
と
い

っ

て

よ
い

。

な

ぜ

な
ら

、

ど

う
あ

が
い

て

も

現
実
に

は

我
々

は

凡
夫
だ

か

ら

で

あ
る

。

島
地
は

凡
夫
が

安
易
に

本
覚
法
門

を
振

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
20
）

り
か

ざ
す

こ

と

を

誠

め

て

い

る
。

島
地
は

本

覚
門
の

信

仰
で

あ
っ

て

も
、

始

覚
門
か

ら
出
発
す
べ

き
だ

と

主
張
す
る

。

　

何
と

し
て

も

釈
尊
の

教
は

、

因
果
修
生

即
ち
三

世

因

果
・

無
我
・

三

宝
・

四

　

諦
と

云
ふ

や

う
な

、

根
本
の

基

礎
と

な

る

所
の

信
仰
と
云

ふ

も
の

を

無
視
し

　
て

居
つ

て

は

仏
教

に

な

ら
ぬ

。

そ
こ

か

ら

出
発
し

な
け
れ

ば

仏
教

に

な
ら

　
ぬ

、

恐
し
い

こ

と

に

な

る
。

〈

中

略
〉

始
覚
に

入
ら

ず
し

て
、

本
覚
へ

は

ど

　

う
し

て

も

行
け

な
い

。

〈

中

略
〉

斯
う
云
ふ

考
、

そ

れ

か

ら
私
達
は

ど

う
し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
れ　

　
た
つ

て

三

世
因

果
の

教
か

ら
出
発
す
る

。

以

上
の

よ

う
に

、

島
地

は

自
ら

の

信
仰
の

問
題
に

つ

い

て

も
〈

本
覚
思

想
／
始
覚
思
想
〉

の

型

を

持
ち
込
ん

で

論
を

構
築
し
て

い

る
こ

と

が

確

認
で

き
る

。

自
身
の

依
っ

て

立
つ

真
宗
信
仰
を

「

本
覚
門
の

信
仰
」

と

分
類
し

な
が

ら

も
、

始
覚
思

想
は

否
定
さ

れ

ず、

む

し

ろ

始
覚
思

想
か

ら

本
覚
思
想
へ

と
い

う
径
路
を

示
す
と
こ

ろ

に

そ

の

特
徴
が

あ
る

。
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お
わ

り
に

　

本
論
文
で

は
、

島
地
大
等
の

国

家
・

社
会
観

、

仏

教

研
究
法

、

信
仰

の

あ

り
方
と
い

う
三
つ

の

側
面
を

検
討
し

、

そ

れ

ぞ

れ
の

場
面
で

く

本

覚
思
想

／
始
覚
思
想
V

の

枠
組
み

に

基
づ

く
考

察
が

な
さ

れ

て

い

る

こ

と

を

明

ら
か

に

し

た
。

島
地
が

真
宗
の

僧
籍
を

有

す
る

仏

教

学
者
で

あ
っ

た
こ

と
を

考
え
れ
ば

、

検
討
す
る

項
目
と

し

て
こ

の

三

つ

は

適
当

で

あ
ろ

う
。

島
地

は

「

本
覚
思
想
」

の

提
唱
者
と

し
て

学
問
的
に

評
価

さ

れ
て

い

る

が
、

島
地

に

と
っ

て

の

「

本
覚
思
想
」

は

単
に

研
究
対
象

と
い

う
位

置
づ

け
に

止

ま

ら

ず
、

島
地
の

思
想
的
基
軸
で

あ
っ

た
の

で

は

な
い

か
。

本
論
文
は

そ

の

可
能
性
を

提
示
す
る
一

試

論
で

あ
る

。

1
　

島
地
大
等
「

日

本
仏

教
本
覚
思
想
の

概
説
」

（
島
地

大
等
『

仏
教
大
綱
』

　
（

明
治
書
院

、

一

九
三
一

年）

所
収
）

一

〇

頁。

2
　

島
地
大
等
「

日

本
仏
教
本
覚
思
想
の

概
説
」

五

頁
。

3
　

島
地
大
等
「

日

本
仏
教
本
覚
思
想
の

概
説
」

一

三

頁
。

4
　
末
木
文
美
士
『

鎌

倉
仏
教
展
開
論
』

（

ト

ラ

ン

ス

ビ

ュ

ー
、

二

〇

〇
八

　

年
）

九

六

頁

　
九
七

頁
。

5
　
島
地

大

等
「

清

浄

国
土

の

憧
憬

　
　
親

鸞

聖
人

の

国

家

観
に

就
て

　
　
　
」

（

『

真
宗
講
話
』

三

号、

［

九

二

二

年、

島
地
大

等
『

思
想
と

信
仰
』

　
（
明
治
書

院
、

一

九
二

八

年）

所
収
）

三

九
〇

頁
。

6
　
島
地
大

等
「

清
浄
国
土
の

憧
憬
」

三

九

八

頁
。

7
　
島
地
大
等
「

清
浄
国
土
の

憧
憬
」

三

九

九
頁

。

8
　
島
地
大
等
「

日

本
仏
教
本
覚
思
想
の

概
説
」

八
三

頁
。

島
地

大
等
の

本
覚
思

想
観
（

川
　
元
）

9
　
島
地
大

等
「

日

本
仏
教

本
覚
思

想
の

概
説
」

九
二

頁
−

九

三

頁
。

10
　
島
地
大

等
「

真
俗
二

諦
の

要
旨
」

（

静

得
庵
編
『

真
俗
二

諦

観
集
』

（

ぐ

　

う

り
あ

そ

さ

え
て

、

一

九
二

七

年）
）

二

八
三

頁
。

11
　
島
地
大

等
「

真
俗
二

諦
の

要

旨
」

二

八

三

頁
。

12
　
島
地
大
等
「

日

本
仏
教
本

覚
思

想
の

概
説
」

二

二

〇

頁

　
二

二
一

頁
。

13
　
姫

宮
大

等
「

教
義
研

究
の

標
準
思
想

（
我
六

条
学

報
の

研

究
態
度
を

明

　

か
に

す
ご

（

「

六
条
学
報
』

六

号
、

一

九

〇
一

年
）

＝
二

頁
。

14
　
姫
宮
大
等
「

教
義
研
究
の

標
準
思

想
」

一
一

頁
。

15

姫
宮
大
等
「

教
義
研
究
の

標
準
思

想
」

＝

頁

　一

二

頁
。

16
　
姫
宮
大
等
「

教
義
研
究
の

標
準
思

想
」

一

二

頁
。

17
　
島
地
大
等
「

日

本
仏

教
本

覚
思

想
の

概
説
」

九

四

頁
。

18
　
島
地
大

等
「

信

仰
史
上
の

問
題

−
信
仰
に

顕
れ

た
る

形
の

上
の

問

題

　
　
　
」

（
『

布
教
』

一

巻
六

号
、

一

九

〇
九

年
、

島
地

大
等
『

島
地

大
等
講

　

話
集
』

（

百
華
苑、

一

九
六

五

年）

所
収
∀

一

〇

〇
頁

。

19
　
「

覚
」

に
つ

い

て
、

島
地
は

「

他
力
門
で

は

救
と

云
ふ

こ

と
・

解
す
る
」

　
と

但
し

書
き
を
添
え
て

い

る
。

島
地

大

等
「

本
覚
門
の

信
仰
」

（

『

和
融
誌
』

　
一

四

巻
一

〇

号、

一

九
一

〇

年、

『

思
想
と

信
仰
』

所
収）

五
三

三

頁
。

20
　
島
地

大
等
「

法
華
経
と

華
厳
経
」

（
『

新
興
』

六

巻
七
・

八
・
】

二

号
、

　
一

九
二

三

年
、

『

思

想
と

信
仰
』

所
収
）

六
三

頁
−
六

四

頁
。

21
　
島
地

大
等
「

法
華
経
と

華
厳
経
」

六

四

頁
−
六
五

頁
。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
島
地

大
等

、

本

覚
思

想

（
龍
谷
大
学
大
学
院
研

究
生
）

一

六
九
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